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資料１



検討会設置の背景

１

千葉県では、千葉みなとエリアの活性化に向け、様々な関係者の取組の共通指針として、エリアの
グランドデザインを策定する。グランドデザインの検討やグランドデザインに基づく取組の実施などに
対して検討会で意見を伺いたい

千葉みなとエリアの概況

エリアの特徴 エリアの課題 エリアで求められること

• 千葉みなと駅から徒歩でアクセスが可能であ
り、千葉駅を中心とした市の都心部からも遠
くなく、利便性の高いウォーターフロントエリア。

• 千葉みなと駅を起点として、内陸部には市役
所等業務機能や公園があり、沿岸部には住
宅・商業等機能、更にはさんばしひろば、県
立美術館、千葉ポートパークやポートタワー
等の集客機能が集積。

• 多様な集客機能が立地しているものの、回
遊性・一体性が不足。

• 千葉ポートパークはオープンから40年が経過
しており、トイレが故障するなど老朽化が進行。
また、活用されていない施設があるなど陳腐
化も進行。

• 県外からの広域集客や若年層利用が少な
いほか、休日に利用が集中など利用に偏り。

•既存の多様な集客機能を面的に捉え、施
設間の連携や回遊性向上等による相乗効
果を生みだす。

•将来的な道路アクセス改善による広域から
集客し得るポテンシャルも睨みながら、エリア
の価値を最大化する方策を考える。

県の役割

>
関係者の連携によりエリアの課題を解決するためのグランドデザインの策定・フォローアップ、

県の取組（千葉ポートパークの再整備、防災機能の強化等）の実施

検討会

専門的見地や地元の立場からの助言
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